
と
い
う
条
件
が
揃
わ
な
い
か

再
確
認
で
き
ま
し
た
。
ま
ず

え
に
到
着
す
る
か
ら
特
に
問

ら
で
す
。
だ
っ
た
ら
、「
意
味
」

校
内
の
ど
こ
に
集
ま
る
の
か
、

題
は
な
い
」
と
の
市
の
回
答

と
し
て
で
は
な
く
、「
習
慣
」

そ
の
後
の
行
動
は
ど
う
す
る

も
も
ら
い
ま
し
た
。

と
し
て
身
体
に
植
え
付
け
て

の
か
、
避
難
先
は
ど
こ
な
の

今
回
の
抜
き
打
ち
訓
練
は
、

や
る
の
が
先
達
の
責
務
で
は

か
等
、
年
度
始
め
に
全
体
指

生
徒
だ
け
で
な
く
我
々
職
員

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

導
を
行
っ
て
い
た
に
も
関
わ

の
動
き
も
含
め
て
、
多
く
の

の
た
め
春
畑
先
生(

英
語)

に

な
生
活
習
慣
の
確
立
で
す
。

あ
る
人
は
、「
人
生
の
経
験

ら
ず
、
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

代
わ
っ
た
中
辻
教
諭(

英
語)

こ
の
こ
と
の
延
長
線
上
に

で
、
無
駄
な
も
の
は
一
つ
も

ど
の
生
徒
が
覚
え
て
い
ま
せ

き
、
非
常
に
価
値
の
あ
る
訓

平
成
二
十
六
年
も
、
残
す

に
続
き
、
今
年
は
事
務
職
員

は
、「
自
ら
課
題
を
設
定
し
、

な
い
。」
と
言
い
ま
す
。

ん
で
し
た
。
実
施
し
て
み
て

練
と
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
僅
か
と
な
っ
て
ま
い

の
諏
訪
先
生
が
め
で
た
く
出

自
ら
そ
の
課
題
解
決
の
た
め

し
か
し
、
時
間
を
無
駄
に

次
の
よ
う
な
課
題
も
見
え
て

り
ま
し
た
。

産
し
、
北
先
生
を
そ
の
代
替

の
方
策
を
講
じ
、
自
ら
計
画

す
る
と
、
そ
の
経
験
さ
え
で

き
ま
し
た
の
で
、
ひ
と
つ
ひ

本
校
の
今
年
も
、
校
区
の

と
し
て
迎
え
る
こ
と
が
で
き

的
に
そ
れ
に
向
け
て
こ
つ
こ

き
な
く
な
り
ま
す
。

と
つ
確
認
を
し
、
改
善
し
て

皆
様
に
支
え
ら
れ
、
こ
れ
ま

ま
し
た
。「
校
区
を
故
郷
と
思

つ
と
努
力
で
き
る
高
江
中
生

子
ど
も
た
ち
に
は
、
限
ら

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
、

十
二
月
十
一
日
（
木
）
に
、

で
順
調
に
様
々
な
行
事
を
始

い
、
学
校
を
我
が
家
と
思
い
、

徒
の
育
成
」
が
あ
り
ま
す
。

れ
た
時
間
を
有
効
に
最
大
限

引
き
渡
し
カ
ー
ド
に
つ
い
て

上
久
保
教
諭
が
峰
山
小
の
牧

め
と
す
る
学
校
教
育
活
動
を

児
童
・
生
徒
を
我
が
子
と
思

こ
の
こ
と
は
、
誰
に
と
っ

活
用
し
、
有
意
義
な
人
生
を

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
際
に
確
認
い

野
教
諭
と
、一
年
生
に
テ
ィ
ー

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

い
、
教
育
に
精
進
す
る
よ
う

て
も
一
日
が
二
十
四
時
間
で

全
う
し
て
ほ
し
い
思
い
ま
す
。

た
し
ま
し
た
が
、
引
き
受
け

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
数
学
の

た
。
職
員
一
同
、
心
よ
り
感

に
」
と
の
上
屋
教
育
長
の
お

あ
る
よ
う
に
、
人
間
の
天
命

人
の
可
能
性
の
あ
る
全
て
の

授
業
を
行
い
ま
し
た
。
立
体

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に

言
葉
を
借
り
ま
す
と
、
家
族

に
は
限
り
が
あ
り
、
そ
の
限

方
を
明
記
し
て
も
ら
う
こ
と

の
表
面
積
を
求
め
る
授
業
で
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

が
た
く
さ
ん
増
え
た
一
年
で

ら
れ
た
時
間
で
人
生
を
有
意

に
し
ま
し
た
。
二
、
年
度
途

小
学
校
で
や
っ
た
展
開
図
を

今
年
は
、
三
月
に
四
名
の

し
た
。

義
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
い

中
で
カ
ー
ド
の
記
載
内
容
の

想
起
さ
せ
る
場
面
で
牧
野
教

卒
業
生
を
送
り
出
し
、
四
月

生
徒
た
ち
も
大
い
に
頑

う
願
い
か
ら
で
す
。

年
が
明
け
る
と
、
三
年
生

変
更
が
出
て
く
る
場
合
も
想

諭
が
登
場
。
当
時
を
思
い
出

に
は
十
名
の
新
入
生
を
迎

張
っ
た
年
で
、
ス
ポ
ー
ツ
面

「
光
陰
矢
の
如
し
。
一
寸

は
受
験
が
始
ま
り
ま
す
。
無

定
さ
れ
る
の
で
、
毎
学
期
内

し
な
が
ら
生
徒
も
楽
し
そ
う

え
、
全
校
生
徒
数
が
十
四
名

で
は
、
小
規
模
校
ゆ
え
の
単

の
光
陰
軽
ん
ず
べ
か
ら
ず
。」

事
に
過
ご
せ
る
こ
と
を
願
っ

容
に
つ
い
て
保
護
者
に
確
認

に
学
習
し
て
い
ま
し
た
。

か
ら
二
十
名
へ
と
一
挙
に
増

一
部
活
動
と
い
う
状
況
の
中
、

「
少
年
老
い
や
す
く
、
学
成

て
い
ま
す
。

す
る
作
業
を
実
施
す
る
こ
と

え
、
生
徒
も
職
員
も
昨
年
よ

部
活
動
の
練
習
だ
け
で
な
く
、

り
が
た
し
。」

来
年
は
、
乙(

き
の
と)

未

に
し
ま
し
た
。
三
、（
校
舎
外

り
活
気
に
満
ち
た
学
校
生
活

毎
日
の
校
庭
二
十
周
走
や
毎

私
が
少
年
の
こ
ろ
、
時
間

(

ひ
つ
じ)

の
年
で
す
。

の
）
ト
イ
レ
使
用
の
際
の
放

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し

月
の
三
キ
ロ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

を
無
意
味
に
過
ご
す
私
に
対

皆
さ
ん
、
佳
い
お
年
を
お

射
性
物
質
等
の
影
響
に
つ
い

た
。
そ
の
一
方
で
、
徳
留
教

な
ど
を
真
面
目
に
精
一
杯
取

し
て
祖
母
が
よ
く
言
っ
て
く

迎
え
く
だ
さ
い
。

て
は
、「
避
難
バ
ス
が
す
ぐ
迎

諭(

数
学)

、
古
田
教
諭(

保

り
組
み
、
部
活
動
の
諸
大
会

れ
た
言
葉
で
す
。
し
か
し
、

健
体
育
・
技
術)

、
遠
矢
養

や
地
区
駅
伝
競
走
大
会
に
お

若
か
っ
た
私
に
は
こ
の
言
葉

護
教
諭
と
い
っ
た
、
長
年
本

い
て
、
男
女
と
も
に
昨
年
以

の
意
味
が
本
当
に
は
理
解
で

校
の
教
育
に
誠
心
誠
意
勤
め

上
の
優
秀
な
成
績
を
残
す
こ

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
来
年
の

て
き
た
職
員
と
の
別
れ
が
あ

と
が
で
き
ま
し
た
。

十
二
月
に
私
は
六
十
歳
を
迎

去
る
十
一
月
十
三
日
（
木
）

り
、
新
た
に
、
上
久
保
教
諭

学
習
面
で
は
、
通
常
の
授

え
ま
す
。
今
、
私
は
祖
母
の

朝
読
書
の
途
中
で
、
生
徒
に

(

数
学)

、
藤
山
教
諭(

保
健

業
の
ほ
か
、
放
課
後
や
長
期

言
葉
が
痛
切
に
理
解
で
き
ま

は
事
前
に
知
ら
せ
な
い
（
抜

体
育
・
技
術)

、
鞆
養
護
教

休
業
中
の
課
外
の
補
充
学
習

す
。
で
き
る
と
同
時
に
、
若

き
打
ち
の
）
形
で
の
原
子
力

諭
を
迎
え
、
昨
年
に
も
負
け

を
昨
年
以
上
に
充
実
さ
せ
、

い
人
た
ち
に
こ
の
言
葉
を
「
意

防
災
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま

ぬ
ほ
ど
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
き
ま
し

味
」
と
し
て
頭
に
理
解
さ
せ

し
た
。「
い
ざ
！
」
と
い
う
と

順
調
に
高
江
丸
は
航
海
を
続

た
。
私
が
今
の
本
校
の
生
徒

る
こ
と
は
所
詮
無
理
な
の
か

き
の
行
動
や
保
護
者
へ
の
引

け
て
い
ま
す
。

に
望
む
の
は
、
家
庭
や
地
域

も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

き
渡
し
の
流
れ
、
ま
た
鹿
児

ま
た
、
昨
年
途
中
で
出
産

な
ど
、
学
校
外
で
の
基
本
的

理
解
す
る
た
め
に
は
、「
時
間
」

島
市
の
避
難
先
に
つ
い
て
等
、

自
主

向
学

敬
愛

校 訓

薩摩川内市立高江中学校
〒895-0131 薩摩川内市

高江町654番地1
Tel 0996-27-2003
Fax 0996-27-2065
平成26年12月号

ゆ
く
年
、
来
る
年

「原
子
力
防
災
」

プ
レ
避
難
訓
練
実
施
！

小
中
一
貫
教
育

授
業
交
流
「
一
年
数
学
」

５
年
生
の
時
、
牧
野
先
生
と
授

業
を
し
た
の
を
思
い
出
せ
て
、
う

れ
し
か
っ
た
。（
女
子
）

小
学
校
で
や
っ
た
展
開
図
が
活

用
で
き
て
、
小
学
校
で
の
事
が
役

に
立
つ
ん
だ
な
と
思
っ
た
。（
男
子
）

佳
い
お
年
を

お
迎

え
く
だ
さ
い
。

高江中学校ホームページを公開中 http://www.edu.satsumasendai.jp/takae-j/



講話後，半日一緒に過ごした学生とのお別れ式。
生徒と年齢の近い学生との交流活動は，生徒たち

１２月８日～１０日まで２年生５名の修学旅行（２ のコミュニケーション力を培う有意義な経験にな
泊３日）に私教頭（勝田）が随行しましたので，そ ったと感じた。夕食は広島の名物「お好み焼き」
の模様を報告をします。 を食べることができ，満足だった。
【初日】 ※万歩計計測－15116歩
早朝６時４０分川内駅集合。出発式で「大いに学 【最終日】 ※10544歩

び，大いに遊び，思い出に残る旅行にしよう」と話 朝，８時３８分の新幹線で，小倉へ。快速に乗
をし，７時１６分発の新幹線さくらに乗りいざ出発。 り換え，スペースワールド駅着。まずは，いのち
生徒５人は眠気と緊張と嬉しさが混在しているのか の旅博物館見学へ。１時間程度，生物のいのちの
何だか複雑な面持ち。途中，熊本の津奈木中の生徒 歴史等について学んだ。実物大の巨大な恐竜（骨
が大勢乗り込んできた（他校でも１２月の修学旅行 格のみ）の大きさには驚いた。次は，いよいよ待
があると知り親近感が沸いた）。あっという間に新山 ちに待ったスペースワールド。疲れの見えた生徒
口駅着。車外に出るとさすがに寒い。改札出口でバ の足取りも幾分軽やかに思えた。ほぼ貸切状態で，
スガイドさんがお出迎え。早速貸切バスに乗り込み， 待ち時間なしで色々な乗り物に乗ることができた。
まずは秋芳洞へ。洞窟の中は外よりも暖かかった。 それぞれがお目当てのアトラクションに乗り，満
所々専属ガイドさんに説明をもらい，その規模の大 喫した様子。びしょびしょに濡れたり，あまりの
きさや鍾乳石等の神秘的な美しさに圧倒された。秋 怖さに号泣したり･･･。生徒らに楽しそうな笑顔が
吉台の展望所にも立ち寄り，次に向かうは萩市。空 はじけた。見ているこちらも嬉しくなった。１４
は雨模様に。昼食後，萩博物館へ。そこで事前学習 時２２分に出発，博多駅で乗り換え，新幹線で川
をした後，吉田松陰や高杉晋作等幕末の著名人に関 内駅へ。１６時５２分着。改札を出ると，出迎え
する場所を幾つか巡った。倒幕と開国のきっかけを のお母さん方の顔が見えた。雨の中，駅１階で校
作った長州の偉人たちの生き様を学び，この方々の 長先生との解散式。校長先生も５人の満足げな表
先見の目と堅い志があったからこそ今の我が国が存 情を見て，ホッとされて
在するのだと感じた。改めて尊敬した。バスガイド いた。「充実した修学旅行
さんからは，逸話を沢山話してもらい大変ためにな になって本当に良かった
った。夕食の中華料理はとてもおいしく，全員食が ね」と話され，２泊３日
進んだ。初め生徒は，回転する中華テーブルに戸惑 の旅行は完結となった。
ったようだったが，その扱い 全員元気で無事に帰って
もすっかり慣れた。実はこの これて何よりだった。
日は有馬君の誕生日。本人に
は内緒にしていた誕生日ケー
キの登場とプレゼント渡しの
サプライズで盛り上がった。

【中日】 ※20001歩
朝６時３０分朝食会場。男子がまだ来ない。担任

が呼びに･･･。結局，集合時刻に遅刻。朝食前に厳重
指導。朝食バイキングでお腹を満たし７時４５分発
の新幹線で広島へ。在来線に乗り換え，フェリーに
て宮島へ。昼食会場のみやげもの屋「鳥居屋」のガ
イドさんが島内を案内してくれた。生徒は，あちこ
ちに普通にいる野生の鹿や泳いでいる魚が気になっ
て気になって･･･。満潮で海上に浮かぶ朱色の鳥居は，
とても綺麗だった。厳島神社では全員で来年の合格
祈願をした（二礼二拍手一礼も随分様になった）。宮
島口フェリーターミナルで，安田女子大学の皆さん
と合流。学生との対面式の後，その場で観光で訪れ
ていたオーストラリア人３名と英会話での交流が始
まった。その後，市電（切符を買う体験もした）に
て原爆ドーム，平和記念資料館へ移動。車中は，し
ばし学生との触れ合いタイム。お互いに質問しあい
会話が弾んだ。平和記念公園で平和祈念集会を行い，
千羽鶴の奉納と平和への宣誓をした。学生と一緒の
資料館内の見学では原爆投下
後の惨状を目の当たりにした。
被爆体験証言者の森田さんの
講話では，被爆後の壮絶な半
生を聴き，原爆の恐ろしさと
平和の大切さを真剣に考えた。

１月 主な行事予定

日 曜 学 校 行 事 等
7 水 中小連携合同研修会(高江中)
8 木 始業式，大掃除，薩摩川内いじめのない学校づくりの日，ＳＳＷ(尾堂先生)来校
9 金 3年実力テスト，SL来校
14 水 鹿児島学習定着度調査(～15)※1,2年実施
16 金 3kmロードレース(1,2年)
17 土 第8回県ジュニア夢プラン卓球大会
28 水 SC（中川先生）来校
29 木 第6回校区小中一貫教育研究会（峰山小）

修学旅行随行記

◆保護者の皆様へ
旅行先の至る所で見学態度をほめられま

した。また，旅行中体調を崩したり，怪我
をしたりすることもなく，健康管理もしっ
かりでき，大変立派でした。費用の面では
御苦労をおかけしましたが，お陰様で大変
価値のある充実した旅行になりました。御
協力誠に有り難うございました。

12月26日（金）は，10:00～ＰＴＡ・
生徒・職員の合同で10:00～迎春準備を
行います。一人でも多くの保護者の方の
御協力を御願いいたします！

～親子で考えましょう！～
◆世界エイズデー（12/1） 正しい理解を！
◆人権週間（12/4～12/10） 差別はＮｏ！
◆年末年始交通事故防止運動（12/10～1/10）


	学校便り(１２月号)(平成２６年度)
	26学校便り裏面12月改

